
令和 7年度 取手市校長会活動目標 

 
 現代は将来の予測が困難な時代であり、その特徴である変動性、不確実性、複雑
性、曖昧性の頭文字をとって「VUCA」の時代と言われている。このような予測困
難な未来に対応するために、また、一人一人が豊かで幸せな人生と社会の持続的な
発展を実現するために、教育の果たす役割は益々大きくなっている。 
 これからの子どもたちには、社会の加速度的な変化の中でも、社会的・職業的に
自立した人間として、伝統や文化に立脚し、高い志と意欲を持って、蓄積された知
識を礎としながら、膨大な情報から何が重要かを主体的に判断し、自ら問いを立て
てその解決を目指し、他者と協働しながら新たな価値を生み出していくことが求め
られる。学校においては、子どもたち一人一人の可能性を伸ばし、新しい時代に求
められる資質・能力を確実に育成していくことや、そのために求められる学校の在
り方を不断に探究する文化を形成していくことが、より一層重要になる。 
 そこで、取手市校長会は、学習指導要領の趣旨及び茨城県学校教育指導方針、い
ばらき教育プラン、取手市学校教育目標を踏まえ、社会全体で子どもたちを守り育
てていくための一翼を担う学校づくりに向け、校長のリーダーシップを発揮する。
さらに、先達の築かれた業績と精神を継承しながらも、改革意欲をもち、英知と情
熱を結集して「すべての子どもの可能性を引き出す活力ある学校づくり」に努め、
下記の事項に全力であたっていく。 
 
１ 信頼と期待に応える学校経営の研究と実践 
（１） 明確な学校経営のビジョンのもと、活気ある組織及び運営体制を構築して学 
    校教育目標の達成を目指す。 
（２）  学校・家庭・地域社会の連携・協力を充実させて魅力ある開かれた学校づく 
    りに努める。 
（３）  家庭・地域社会等との連携を充実させる中から、危機管理体制の整備と学校 
    安全の確保に努める。 
（４）  教職員が働きがいをもち、各々のパフォーマンスが向上できるように努める 
    とともに、長時間勤務の解消を図るために、組織及び運営体制の見直しや学校 

  行事の精選等に努める。 
（５）  子どもたちにとって安寧な環境をつくるため、「取手市の新しい学校教育３ 
    つの取組」を推進する。 
（６）  取手市学びのコンパス～『とりでの子』の未来を拓く、学習指導の方向性と 
    取 組～を推進する。 
 
２ 「生きる力」を育む社会に開かれた教育課程の編成・実践・評価・改善 
（１）  学習指導要領の趣旨を踏まえ、基礎基本の確実な定着、課題を解決するため 
    に必要な思考力・判断力・表現力等の育成、主体的に学習に取り組む態度や個 

  性を生かし多様な人々との協働を促す教育の充実に努める。 
（２）  各学校が主体性を発揮し、特色ある教育活動・創意工夫を生かした教育課程 
    の編成に努め「生きる力」の育成のために実践・評価・改善を着実に進める。 
（３）  学校・家庭・地域が一体となって、豊かな学びの環境を創造するために、 

  「コミュニティ・スクール」「地域学校協働活動」の推進に努める。 
（４）  小中連携教育の推進の中から、学力や適応能力の向上及び生き方を考えるキ 
    ャリア教育の充実を図り、子どもたちの「生きる力」を育む。 
（５）  幼児教育と小学校教育との円滑な接続のために、保幼小の連携に努める。 
 
３ 教職員としての資質能力の向上を図る研修の充実 
（１）  専門職としての自信や誇りを育み、教育理論や実践的指導力の研鑽の場を充 

  実する。 
（２）  今日的教育課題についての研修を充実させ、新しい時代に応え得る資質や能 
    力の向上に努めるとともに、先見性と的確な見識もって人材育成を図る。 
（３）  子どもたちの人格形成に関わる一人の人間として、愛情と責任感をもち様々 
    なことに気づく幅広い視野と指導力、常識と教養、礼儀、コミュニケーション 

  能力を兼ね備えた教師の育成を目指す。 
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令和７年度 取手市校長会事業計画 
事 業 名 事   業   内   容 

 

学校経営研究 

 

 

1  社会の変化に迅速に対応する学校経営の実践的研修  

2  創意ある教育課程の実施、学校評価・教員評価の改善・充実  

3  学校経営の改善並びに現職教育の推進 

4  先進校に関する研修による学校経営の進化・向上  

法    制 

（県：広報と兼） 

1  学校管理・運営上の諸問題に関する法的研究  

2  教育諸条件整備のための法的研究 

3  法制に関する研修会の開催 

 

調査研究 

（県：行財政と

兼） 

 

1  全連小・全日中・県・県南関係の調査とまとめ  

2  他専門部との連携協力 

3  教育改革等の調査研究 

4  人事・財政・給与等に関する要望書の作成、研修会の開催  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研    修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜各学校の学校力を高め、取手市全体の教育力向上のために＞  

 ・学校間の連携を図り、共通理解を図る。  

 ・管理職としての資質向上に努める。 

 ・課題を共有し、解決を図る。 

  ・懇親を深める。 

(1)研修の内容 

 ・「取手市の新しい学校教育３つの取組」の推進・充実  

  ・取手市学びのコンパスの推進と実践 

 ・取手市教職員の働き方改革の推進に向けた取組の実施  

  ・確かな学力を伸ばすための連携（指導観の共有化）            

  ・豊かな人間性を構築するための連携（信頼関係の構築）        

  ・学校生活への適応を図るための連携（生活環境の推進）  

  ・小中間の交流行事（事例研究）の実践 

(2)研修の方法 

 ①小中連携教育の推進  研究組織 ○R７幹事       

  ＜※ 実質運営は教頭部会・・・報告も教頭会で＞  

   ・取手一中区 取手一中、○取手小、取手東小 

    ・取手二中区  取手二中、白山小、○取手西小、寺原小 

   ・永山中区  永山中、永山小、○高井小 

    ・戸頭中区  戸頭中、○戸頭小 

    ・藤代中区   藤代中、○山王小、藤代小、久賀小 

   ・藤代南中区  藤代南中、○宮和田小、六郷小、桜が丘小 

 ②学習指導要領を踏まえた教育課程編成の推進と実践    

③学校運営合同研修会 (三者研 )の企画と運営（市内開催）        

④教員評価に関する研修の企画と運営 

     必要に応じ、教頭会との合同研修を実施 

 ⑤学校経営能力を高めるための研修の企画と運営  

     県校長研究協議会、学校経営方針等の情報交換  

   教職員の長時間勤務解消・業務軽減に向けての協議  

  ⑥事務の共同実施に関する研修   

 ⑦幼保小連携教育の推進（小学校部会） 

 小中学校部会 

 

1  小・中学校別に諸問題の研究・対策協議 

  ・生徒指導  ・教育課程  ・特別支援教育  ・進路指導等 

 大 会 派 遣 

 

 

1  諸大会に代表を派遣し大局的見地から学校経営に資する  

  ・関ブロ小  ・関地区中  ・全連小  ・全日中  ・日本教育会 

 


